
イタヤカミキリ

ヤナギ類やハンノキ類の幹の細い部分の材内に穿孔するイモムシ（幼虫）．最大長約40mm．幹に穴が開き，木くずがでる．成

虫はカミキリムシ，最大長約25mm．体は黄土色，さやばねにぼやけた白い斑紋がある．枝の樹皮を食べる．

【学名】 Mecynippus pubicornis 

【分類】 コウチュウ目（Coleoptera），カミキリムシ科（Cerambycidae）

【分布】 北海道，本州，四国，九州．

【生態】

卵から成虫まで普通２年かかるといわれている．成虫は夏に発生する．雌成虫は樹皮に5～20cmの縦長の噛み傷を付け産卵す

る．産卵は小さな木の幹（直径2～5cm）に行われるといわれている．幼虫で越冬．

【被害】

山地生といわれ，川岸のヤナギ類や山地のハンノキ類で発生するとされる．道内での被害実態はよく分かっていない．
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